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治
タイプライタ
親権回復許可

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本　　通
未成年者の戸籍謄本　１通　親権辞任許可審判書謄本
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東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
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３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
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治
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９

治
タイプライタ
２３

治
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治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
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治
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治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　花子

治
タイプライタ
タナカ　ハナコ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
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未

成

年

者

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
１５

治
タイプライタ
小学生
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治
タイプライタ
申立人が未成年者に対する親権を回復するとの許可を求める。

治
タイプライタ
１　未成年者は、申立人と亡き妻田中香織との間の長女です。
２　申立人は、アメリカに渡航するため親権行使ができないことを理由に、
平成＊＊年＊＊月＊＊日東京家庭裁判所で、親権を辞任する許可審判を受け
、同月＊＊日未成年者の本籍地で辞任届が受理されました。
３　申立人は、平成＊＊年＊＊月＊＊日アメリカより帰国し、＊＊月＊＊日
未成年者と同居し、同人を養育監護しています。
４　申立人は未成年者に対する親権行使ができる状態になったので、親権を
回復したく、この申立をします。




